


ごあいさつ 

本展では、北海道の野生動物を撮影している写真家・髙橋忠照氏の動物写真と、髙橋氏が

フィールドで実際に使用している撮影機材及びその周辺道具を展示します。髙橋氏は、写真

家に転職される前は陸上自衛隊のスナイパーとして活躍され、現役時代に培われた「潜入」

「トラッキング」「ストーキング」などの接近術を撮影に活かされています。これらの技術

を活かしながら、動物や生息環境の生態的知識から動物を探し出すとともに、動物たちの個

体差やその時の状況に合わせた撮影は、写真家髙橋氏の魅力の１つといえるでしょう。また、

本展示では髙橋氏の動物撮影を「深」という言葉で表現し、表面的な「撮る/撮られる」の

二項対立式な関係性ではなく、動物と髙橋氏との濃密で複雑な関係性を展示で表現できな

いかと考えました。動物を深いレベルで撮影するとはどのようなものなのか、長期間にわた

る動物の観察や分析、フィールドを把握するための技術とその忍耐強さからぜひ感じてい

ただけましたら幸いです。 

最後になりましたが、本展示の制作にご協力をいただきました髙橋忠照氏に、深く感謝いた

します。また本展示の実現のためにご協力を賜りました、高橋真澄氏、本学文学研究院の先

生方、学生の皆様に心から御礼申し上げます。 

2022 年 10 月 28 日 

北海道大学大学院文学院 

文化人類学研究室 修士課程 中村香音 


	空白ページ



